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【目的】

約60年 前にイギ リスにおいて生まれた車椅子ダンスは、車椅子使用者(ウ ィルチェア ・ドライ

バー:Wheel　 Chair　Driver)と 健常者(ス タンデ ィング ・パー トナー:Standing　 Parner)が 一緒に

踊 るコンビスタイルが普及 し、現在では国際的な競技会が開催 され るまでに至っ ている。 日本で

も2004年 に第3回 車椅子ダンススポーツ世界選手権大会が行われ るなど、 レク リエーシ ョンダン

スとして楽 しむ一般愛好者のみな らず、競技会参加 を目標 とする競技者 も増 えつつある。一方で、

長時間にわたる練習や、ターンやポーズなど様々な動 きが車椅子使用者に与 える身体的負担につ

いて十分に認識 されているとはいえない。

我々は これ まで、車椅子ダンスで行 われる動作 と座面にかかる圧力の関係 を、市販の感圧 シー

トを用い る方法によ り分析 してきた8。 この方法は、車椅子使用者にできるだけ負担 をかけない

非侵襲的 かつ比較的簡便に測定できるもので、その結果、圧力集 中はター ン方向などダンス中の

動作に影響を受けることが明 らかにされた。また、電動車椅子はパー トナーが手で押 して移動 さ

せることは困難 で、車椅子使用者が手で操作 し続 けな くてはな らないため、競技 のルール による

制約が大 きいな どの問題点が示唆 された。

本研究では、車椅子の操作を手か ら足に変えた場合 、動作や座面にかかる圧力 に着 目して、ダ

ンス時の身体的負担 について検討することを 目的 とした。

【方法】

被験者:車 椅子ダンスの全国大会に出場経験 を持つ脳性麻痺の電動車椅子使用者

被験者 には、事前に研究の目的、内容 について十分 な説明を行った上、本研究に参加す る同意

を得た。 なお、本研究の実 施は、名古屋市立大学人間文化研究科倫理委員会で承認 され た。

足操作に よる電動車椅子:よ り麻痺の少ない右手で使用 していた操作スティックを右脚側の足元

に固定 した(写 真1一 左)。 足での操作が行いやすいよ うに、膝 関節部分が持 ち上が るよ うな補

助マ ッ トを装着 した(写 真1一 右)。



① 体圧集中の測定

Kunoら(2000)が 褥瘡予防の観 点か ら考案 した、市販の圧力感知フィル ムを用いて長時間

座位姿勢をとった時の圧力分布 を評価す る方法を用いる。圧力感知 フィルム(富 士プ レスケー

ル極超低圧用)は 発色剤層のマイクロカプセルが圧力によって破壊 され、その中の発色剤が顕

色剤に吸着 し、化学反応で赤 く発色する。圧力の大きさに応 じて発色の濃度が変化す る。 これ

を車椅子の座面 に敷いたアクリル板の上 に設置する。測定時間は、実際に動いている時間の15

分間に前後1分 間を足 した17分 間をダンス時の測定 とした。安静時 として車椅子に座 ったまま

の17分 間も同様 に測定を行 った。体圧 によって赤 く発色 したフィルムをスキャナ(EPSONGT-

9700F)で50dpiの 解像度で取 り込み、得 られたデジタル画像をNIH　Imageソ フ トにより三次元

表記す るとともに256階 調で輝度 ヒス トグラムを作成 した。 さらに、専用濃度計(富 士:FDP-

305E)に より感圧 フィルムの発色濃度 をデジタル化 して読み取 り、専用 ソフ ト(富 士:FPSー

307E)に より圧力に換算 した。計測は被験者に過度 な負担がかからないよ う、通常行っている

練習時に行 つた。

② 動作分析

デモンス トレーシ ョン用フ リーダンスの練習中にVTR撮 影 を行い、用いられた技術 の種類

や回数、動作方向の左右の偏 り等に着 目して分析 した。

①② の結果を、技術や動作方向による圧力分布の違いについて、足操作で行った今回 と手操

作で行った先行研究8と で比較 した。

【結果 】

足操作時には、手操作の場合 と異な り、安静時においても圧力のかか り方に左右差がみ られ、

左 に多 く圧力がかかっていた(図1)。 ダンス時に も、や は り左方向に圧力が多くかかっている

傾 向がみ られた。



足操 作時 の回転 方 向は、左 ター ン64.8%、 右 ター ン35.2%で あ った。 左右 の輝 度 ヒス トグ ラム

で は、 手操 作 時 ほ ど左 右 差 は顕 著 で はな か っ た(図3)。 圧 力換 算値 は左 側4.23kgf/c㎡ 、右 側

3.52kgf/c㎡ であ った。

【考察】

車椅子ダンス としては、バ レエや ダンスセラピー を目的 とした創作ダンスなど、様 々な形態の

ダンスが行 われている2,7が、本研究で対象 とした2人 が組んで踊 る社交 ダンスの形式は、最 も制

約 が多いものと思われ る。実際、車椅子使用者が電動車椅子 を使用す る場合 、車椅子を操作する

側 の手を健常者 とつなぐことができないので、両者が離れてはい けない、 とい う制約があるスタ

ンダー ド部門のダンスでは、布を使 うな ど、特別 な配慮が必要 となる(写 真2-1)。 しか し、足で

操作 をす る場合(写 真2-2)、 パー トナー と両手 を使 って組む動作が可能 となる(写 真2-3)。



ター ンの方向の左右差は、手操作時ではラテン部門のルンバでは左ターン59%、 右ターン41%、

スタンダー ド部門のタンゴでは左 ター ン74%、 右 ター ン26%で あ り、両者が離れてはいけない と

い うスタンダー ドのルールの制約に影響を うけ、種 目による差異がみ られ た8。すなわち、手操

作では右手で操作 をしてお り、パー トナー と手をつなぎなが らの回転は左ターンに限定 され るが、

手を離 して よいラテンの場合、単独で回転することができ、その際右回転 を行 うことができるの

に対 し、スタンダー ドではラテ ンのような単独回転はできないため、手をつないだままの回転が

しやすい左 回転が多 くを占めたか らである。フ リーダンスの場合 は、ルール上の制約 はなく、表

現の方法あ るいは好み としてターンの左右差が生 じたものと思われ る。

手で操作 していた ときには、パー トナーと手 をつないだ り、腕 を挙上す る動作 は左側 しか行え

なかった。 これは表現上の制約にとどま らず、た とえばターンの方向が左 に偏 るなど、体圧集中

に関連す る物理的制約 を生 じていた。 しか し、足で操作する場合、両腕を挙上す ることができ

(写真3)、 さらにターンの方向に対する制約 もほとん どな くなる。



また、今回の結果で、安静時で既に体圧分布に左右差がみ られたことにより、ダンス時にはそ

の差がより顕著になるもの と予測 したが、実際には動きの制約の多い手操作 より左右差が少ない

ことが示唆 された。 これは両腕 を挙上 して上体 を反 らせるな ど体幹部分を動かす ことができるの

で、右手操作時よ りも身体重心位 置の変化が大 きく、結果 として体圧が分散 したもの と考え られ

る。足操作の車椅子を導入する際、指導者は体圧集中の偏 りが促進 され、褥瘡の危険性が高まる

ことを危惧 していたが、逆に手操作時よ り圧力が分散す ることが示 された。

このよ うに、車椅子で動 くことは物理的に 「できない動 き」による制約が大 きいことか ら、車

椅子使用者の身体的負担は障害の種類や程度により様 々で、個 々に応 じた対応をすることが必要

となって くる。そのためにも普段練習 を行っ ている場所で、簡便に測定できる本方法は、競技者

お よびその指導者のみならず、 レクリエーシ ョンダンス愛好者等 、幅広い現場で応用可能な方法

であるといえる。 しか し、感圧 シー トによる測定については、Kunoら の静的な測定 と異 な り、

動的条件での測定には留意点が必要であ り、また、依然 として濃度の濃 さが瞬時圧力の高 さによ

るのか、圧力の積算量の多 さによるのか、分離不可能であるとい う問題点が残る。今後事例研究

を積み重ねて、様々なレベルの障害において車椅子ダンス時の身体的負担を検討することが重要

であると考えられ る.
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